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§１．研究成果の概要 
 

第一年次は二部マッチングの一般化に関するトップ-k 列挙問題について研究を行った．部分グラ

フに対するトップ-k 列挙とは与えられた性質を満たす部分グラフで要素数が大きい順に k 個を出

力する問題である．この問題は k = 1 の時に，最適化問題と等価な問題となることから，トップ-k 列

挙問題を効率良く解ける必要条件として，最適化問題が効率よく解ける必要がある．そこで，第一

年次は組合せ最適化分野で，古典的な問題である二部マッチングを中心に研究を行った． 
二部グラフの一般化として一般グラフのマッチングと 2 つのマトロイドの共通独立集合がある．これ

までの研究において，一般グラフのマッチングのトップ-k 列挙問題は効率よく解くことができること

がわかった．そこで，第一年次は 2 つのマトロイドの共通独立集合のトップ-k 列挙問題について研

究を行った．その結果として，2 つのマトロイドが分割マトロイドの場合はこの問題は効率よく解ける

ことがわかった．これはこの問題が二部グラフの b-マッチングのトップ-k 列挙と等価になるため，二

部マッチング列挙アルゴリズムと b-マッチングの最適化アルゴリズムが共にうまく動作するためであ

る．  
さらに，第一年度は順序制約付きの列挙アルゴリズムの新たな応用の発見をした．近年，アルゴリ

ズム分野では多様な組合せ構造を発見するアルゴリズムが研究されており，いくつかの効率良い

アルゴリズムが提案されている．しかし，これらのアルゴリズムはあるパラメータについては指数的に

計算時間が増加するため，理論的に効率が良いが，現実的な時間で動作させるのは容易ではな

い．そこで，この問題を解く効率良い近似アルゴリズムの研究を行った．その結果，重み制約付き

の上位 k 個の解を列挙するアルゴリズムを用いることで，この問題が効率よく解けることを明らかに

した． 
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